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ご使用の前にこの「安全にご使用いただくために」をよくお読みの上、正しく 

お使い下さい。 

ここに示した注意事項は、製品を安全にお使いいただき、あなたや他の人々へ 

の危害や損害を未然に防止するためのものです。 

この商品は点検基準に従って保守点検を必ず行って下さい。 

 

 

●危害や損害の大きさと切迫に程度を明示するために、誤った取扱いをすると生じ 

ることが予想される内容を、「危険」、「警告」、「注意」の 3 つに区分しています。 

「危険」： 取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うかまたは防災 

機能に致命的な悪影響を及ぼすことが想定される場合。 

「警告」： 取扱いを誤った場合、使用者が重傷や傷害を負うかまたは防災機能 

の一部に重大な悪影響を及ぼす可能性がある場合。 

「注意」： 取扱いを誤った場合、使用者が傷害を負うかまたは防災機能に悪影 

響を及ぼす可能性がある場合および防災機能に長期にわたって有効 

に活用する上で、ぜひ守ってほしい事項。 

 

  

左の記号は危険・警告・注意を促す内容があることを告げるものです。 

 

 

  左の記号は禁止の行為を告げるものです。 

 

 

  左の記号は行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。 

 

 

 

 



Ｖスターを使用する際には、次のことを 

必ずお守り下さい。 
 

取り付け、取外し、配線作業は、必 

ず電源を切って行って下さい。 

感電及び短絡の危険があります。 

修理技術者以外は本体内部に手を触れ 機器の故障時は速やかに調査・修理                                  

ないで下さい。感電・故障の恐れがあ を行って下さい。故障を放置すると 

ります。              正常に機能いたしません。 

                          

 

       機器の操作は必ず手で行って下さい。 

手以外のものでは確実な操作ができ 

       ず、また機器を破壊することがあり 

                               ます。 

機器の正しい取扱いを理解し、緊急時       機器のスイッチ等がすべて定位置に 

    の使用に備えて下さい。緊急時の対応 あるか、常日頃確認して下さい。 

が容易となります。         定位置にない場合は正常に動作しま 

                              せん。 

試験成績書に記載された仕様及び定格                      定格電圧、通電電流に適した電線サ 

値以外の使用は故障・事故の原因にな イズを選定し、適正なトルクで締め 

ります。              付けて下さい。配線に不備があると、 

火災の恐れがあります。 

 

  

保守・点検は、必ず電源を切って行って下さい。 

 感電及び短絡の危険があります。  

           

 

Ｖスターを正しくお使いいただくために、取扱説明 

書をよくお読み下さい。 

取扱説明書は大切に保管して下さい。 
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１．製品概要 

エンジン発電機を電源としてモーターを使用する場合、モーターの始動電流は定格電流の 

６～９倍程度と極めて大きく、その始動電流により発電機電圧は瞬時降下します。 

すると、すでに運転中の他のモーターのトルク不足や、照明が暗くなる又は消灯するなど様々 

な弊害をおこします。又この過大な始動電流のため、発電機容量を約７倍程度までも大きくしな 

ければならない欠点があります。特に現在はＩＥ３モーター（高効率モーター；トップランナー 

モーター）が義務化され、更に大きな始動電流のモーターも出てきております。 

     電源である発電機容量を小さくしようとすれば、モーターの始動トルクが減少するし、始動 

トルクを大きくしようとすれば発電機容量は大きくなる・・・・・・。 

 この相矛盾する条件を克服した製品が“特殊コンドルファ始動器；Ｖスター”です。 

       ・発電機容量計算書類における記号：ＳＣ 

       ・図面等の表記：ＶＶＳ（＝Variable Voltage Starter） 

     Ｖスター始動器は、５０％電圧の初期始動時に一旦発電機電圧が降下しますが、自動電圧調整 

器により瞬時に定格電圧付近まで電圧が復帰した時に、７０％電圧をモーターに供給し、強力な 

始動トルクをモーターに付与して加速する方法です。 

５０％電圧の初期始動により発電機は磁気飽和をしていますので、７０％電圧に切り換えて 

大きな始動電流が流入しても、その時の発電機の電圧降下は、５０％電圧による初期始動時の 

電圧降下の量と同等か、それ以下程度の値に収まります。 

よって、Ｖスター始動器を使用した時のモーター始動容量は、初期始動の５０％電圧で決定さ 

れ、さらにモーターの始動トルクは７０％電圧により決定されます。 

本製品形式は、“ＶＶＳ３－ＰＣ” です 

Ｖスターコイル（ＶＶＳ３－Ｐ）部と 

Ｖスターコントロールユニット（ＣＵ）部にて構成されています。 

 

２．据付と点検 

 ①着荷後、直ちに仕様（形式･電圧･容量）及び外観（器具等の破損･差し込み等の緩み）を検査して下 

さい。 

 ②据付は、塵あい･有毒ガス･甚だしい高温･高湿･又は近くに引火物のある場所は避けて下さい。 

 ③Ｖスターコイル（ＶＶＳ３－Ｐ）は、水平に据え付けて下さい。凹凸の著しい場所に無理に締め 

  付けますと、誤動作の原因になることがあります。 

  ④Ｖスターコイルは、鋼板製のケース壁面が近づき過ぎますと、Ｖスター始動中にうなり
．．．

が発生する 

おそれがあります。また保守点検の為にも、周囲に１０㎝程のスペースを設けて下さい。 

やむを得ず近づける場合は、壁面に補強を入れる等何らかの対策を講じて下さい。 

 ⑤主回路･接地線･外部との接続が正しく行われているか、説明書にて確認して下さい。 

 ⑥絶縁抵抗が５ＭΩ以上あることを確認して下さい。 

 ⑦屋外盤に収納する場合、上記の他にファンやスペースヒーターを設ける等、周囲環境に十分配慮の 

  上ご使用下さい。 

 ⑧本製品ＶＶＳ３－ＰＣは、製品組み合わせ毎に調整されております。必ずＶＶＳ３－ＰとＣＵの 

コイル製番（COIL №）が合致した組み合わせで使用して下さい。
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３．配線 

3.1 端子の位置と機能 

3.1.1 Ｖスターコイル（ＶＶＳ３－Ｐ）端子配列 （上面図） 

４５％ ５０％ Ｒ１

Ｘ
3 3 3

2 2

４５％ ５０％ Ｓ１ ４５％ ５０％ Ｔ１

Ｙ Ｚ2 2 2 2

４５％ ５０％ Ｒ１

Ｘ 2 2

４５％ ５０％ Ｓ１ ４５％ ５０％ Ｔ１

Ｙ Ｚ2 2 2 2

3

↓前面（定格銘板取付面）

＜～３７ｋＷ用＞ ＜４５ｋＷ～用＞

 

 

 

  3.1.2 Ｖスターコントロールユニット（ＣＵ）端子配列 

ＴＢ１

ＴＢ２

ＴＢ１

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ

ＴＢ２

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

 

操作回路電圧は、ＡＣ１００Ｖ用、またはＡＣ２００Ｖ用のいずれかです。 

共用ではありません。ＡＣ１００Ｖ用か、ＡＣ２００Ｖ用か、確認して下さい。 

 

  3.1.3 端子機能説明 

主回路部（ＶＶＳ３－Ｐ） 操作回路部（ＣＵ） 

Ｒ１，Ｓ１，Ｔ１ 始動用電源入力端子です。 １，２及び 

３，４ 

始動→運転までの 

信号出力です。 

４５％ 始動電圧の可変タップ値を、４５％→６５％→ 

１００％にする場合に接続します。 

５，６ 始動信号出力です。 

５０％ 始動電圧の可変タップ値を、５０％→７０％→ 

１００％にする場合に接続します。 

７，８ 始動渋滞信号出力 

です。 

その他の端子 各電磁接触器に接続します。詳細は 

(3.2 主回路の配線方法)を参照下さい。 

Ａ～Ｋ 詳細は(3.3 操作回路の 

配線方法)を参照下さい 



３ 

 3.2 主回路の配線方法 

  3.2.1 ３７ｋＷ以下の主回路配線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    接続電線（EM-LMFC）・Ｖスターコイル端子ボルトサイズ  選定表 

電圧 

[V] 

参考 

容量 

[kW](※1) 

参考 

定格電流 

[A] 

全電圧 

始動電流 

[A］(※2) 

接続電線(EM-LMFC) [㎜２] ボルト[mm] 

Ａ 

(※3) 
Ｂ Ｂ‛ Ｃ Ｄ ａ ｂ 

200/ 

220V 

11～15kW  63A  567A 22 22 22  8  14 6 6 

18.5～22kW  92A  828A 38 38 38 14  14 6 6 

30～37kW  155A  1395A 60 60 60 22  22 8 8 

400/ 

440V 

11～15kW  32A  288A 14  8 14 5.5 5.5 6 6 

18.5～22kW  46A  414A 22 14 22 5.5  8 6 6 

30～37kW  78A  702A 38 22 38 14  14 8 8 

※1 表示されている kW は参考です。始動器の選定は電動機の全電圧（直入）始動電流で選定してください。 

  ※2 使用する電動機が、この全電圧（直入）始動電流以下の場合、VVS3(V スター)は始動時間定格で使用できます。 

この始動電流を超える場合は、始動時間定格は応じて短くなります。（p.24 参照）始動時間定格を短くできない 

     場合は、一つ上位枠を選定してください。 

※3 表示は推奨値です。使用する電動機容量及び電流に合わせて選定してください。 

 

45% 50% R1 45% 50% S1 45% 50% T1

2 2 2 2 2 2X Y Z

電　　源

電　動　機

（サーマルリレー
　設置の場合を示す）

ＭＣＣＢ

５２

(Ａ)

(Ｂ)

(Ｂ')

(Ｂ)

(Ａ)

４２－１

※５０％タップ接続時
　を示します

４２－２

(Ｄ)
６

(Ｃ)

※　図の　　　部分を配線してください

４９

＜ＶＶＳ３－Ｐ＞

ａ×９

ｂ×９
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配線用遮断器・電磁接触器（富士電機）  選定表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 表示されている kW は参考です。始動器の選定は電動機の全電圧（直入）始動電流で選定してください。 

  ※2 選定されている MCCB は推奨値（富士電機製）です。送風機のように慣性の大きい負荷、V スターでの始動時間が 40 秒程度 

かかる、一般的に重負荷と考えられる場合は、この MCCB 選定を参考にして下さい。実際の負荷の始動状況や、上位盤機器等 

の保護協調を検討した上で選定してください。 

※3 選定されている MCCB は推奨値（富士電機製）です。ポンプのように慣性の小さい負荷、V スターでの始動時間が 10 秒以内の 

一般的に軽負荷と考えられる場合は、この MCCB 選定を参考にして下さい。実際の負荷の始動状況や、上位盤機器等の保護 

協調を検討した上で選定してください。 

  ※4 カッコ内はサーマル附属時の電流範囲一例を示します。使用する電動機容量及び電流に合わせて選定してください。 

     電磁接触器の形式は、富士電機製を例に表記しています。 

電圧 

[V] 

参考容量 

[kW](※1) 

推奨 MCCB 

52(※4) 42-1 42-2 6 重負荷(※2) 軽負荷(※3) 

ＡＦ ＡＴ ＡＦ ＡＴ 

200/ 

220V 

11kW 125 100 100 100 
SC-N2S 

(34～50) 
SC-N2S SC-N2 SC-N1 

15kW 250 125 125 100 
SC-N3 

(45～65) 
SC-N2S SC-N2 SC-N1 

18.5kW 250 150 125 125 
SC-N4 

(53～80) 
SC-N4 SC-N2S SC-N2 

22kW 250 175 250 125 
SC-N5 

(65～95) 
SC-N4 SC-N2S SC-N2 

30kW 250 225 250 150 
SC-N6 

(85～125) 
SC-N6 SC-N4 SC-N3 

37kW 400 300 250 200 
SC-N8 

(125～185) 
SC-N6 SC-N4 SC-N3 

400/ 

440V 

11kW 100  75 50  50 
SC-N1 

(18～26) 
SC-N1 SC-N1 SC-N1 

15kW 100 100 100  50 
SC-N2 

(24～36) 
SC-N2 SC-N1 SC-N1 

18.5kW 125 100 100  75 
SC-N2S 

(28～40) 
SC-N2 SC-N1 SC-N1 

22kW 125 125 100 100 
SC-N2S 

(34～50) 
SC-N2 SC-N1 SC-N1 

30kW 125 125 125 100 
SC-N3 

(45～65) 
SC-N2S SC-N2S SC-N2S 

37kW 250 150 125 125 
SC-N4 

(53～80) 
SC-N2S SC-N2S SC-N2S 
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配線用遮断器・電磁接触器（三菱電機）  選定表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※1 表示されている kW は参考です。始動器の選定は電動機の全電圧（直入）始動電流で選定してください。 

  ※2 選定されている MCCB は推奨値（富士電機製）です。送風機のように慣性の大きい負荷、V スターでの始動時間が 40 秒程度 

かかる、一般的に重負荷と考えられる場合は、この MCCB 選定を参考にして下さい。実際の負荷の始動状況や、上位盤機器等 

の保護協調を検討した上で選定してください。 

※3 選定されている MCCB は推奨値（富士電機製）です。ポンプのように慣性の小さい負荷、V スターでの始動時間が 10 秒以内の 

一般的に軽負荷と考えられる場合は、この MCCB 選定を参考にして下さい。実際の負荷の始動状況や、上位盤機器等の保護 

協調を検討した上で選定してください。 

  ※4 カッコ内はサーマル附属時の電流範囲一例を示します。使用する電動機容量及び電流に合わせて選定してください。 

     電磁接触器の形式は、三菱電機製を例に表記しています。 

       

 

 

電圧 

[V] 

参考容量 

[kW](※1) 

推奨 MCCB 

52(※4) 42-1 42-2 6 重負荷(※2) 軽負荷(※3) 

ＡＦ ＡＴ ＡＦ ＡＴ 

200/ 

220V 

11kW 125 100 100 100 
S-T50 

(34～50) 
S-T50 S-T35 S-T35 

15kW 250 125 125 100 
S-T65 

(43～65) 
S-T50 S-T35 S-T35 

18.5kW 250 150 125 125 
S-T100 

(54～80) 
S-T100 S-T50 S-T35 

22kW 250 175 250 125 
S-T100 

(65～100) 
S-T100 S-T50 S-T35 

30kW 250 225 250 150 
S-N125 

(85～125) 
S-N125 S-T100 S-T65 

37kW 400 300 250 200 
S-N180 

(120～180) 
S-N125 S-T100 S-T65 

400/ 

440V 

11kW 100  75 50  50 
S-T35 

(18～26) 
S-T35 S-T35 S-T35 

15kW 100 100 100  50 
S-T35 

(24～34) 
S-T35 S-T35 S-T35 

18.5kW 125 100 100  75 
S-T50 

(30～40) 
S-T35 S-T35 S-T35 

22kW 125 125 100 100 
S-T50 

(34～50) 
S-T35 S-T35 S-T35 

30kW 125 125 125 100 
S-T65 

(43～65) 
S-T65 S-T50 S-T50 

37kW 250 150 125 125 
S-T100 

(54～80) 
S-T65 S-T50 S-T50 
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  3.2.2 ４５ｋＷ以上の主回路配線 
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※　図の　　　部分を配線してください
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接続電線（EM-LMFC）・Ｖスターコイル端子ボルトサイズ  選定表 

電圧 

[V] 

参考 

容量 

[kW](※1) 

参考 

定格電流 

[A] 

全電圧 

始動電流 

[A］(※2) 

接続電線(EM-LMFC) [㎜２] ボルト[mm] 

Ａ 

(※3) 
Ｂ Ｂ‛ Ｃ Ｄ Ｅ ａ ｂ ｃ 

200/ 

220V 

45～55kW 218A 1962A 100  60 100  38  38  14 10  8  6 

75kW 292A 2628A 150 100 100  38  38  14 10  8  6 

90～110kW 416A 3744A 200 150 150  60  38  14 12  8  6 

125～150kW 540A 4860A 
※4 

150 200  60  60  14 12  8  6 

160～220kW 795A 7155A 250 325 100 100  22 16 12  8 

400/ 

440V 

45～55kW 109A  981A  38  38  38  14  22  14  8  8  6 

75kW 146A 1314A  60  38  60  22  22  14 10  8  6 

90～110kW 212A 1908A 100  60 100  38  38  14 10  8  6 

125～150kW 279A 2511A 150 100 100  38  38  22 10  8  6 

160～220kW 415A 3735A 

※4 

150 150  60  60  22 12  8  6 

250～300kW 550A 4950A 150 200 100 100  38 12 12  6 

400kW 750A 6750A 200 325 100 100  38 16 12  8 

500kW 900A 8100A 250 325 150 150  60 16 12  8 

※1 表示されている kW は参考です。始動器の選定は電動機の全電圧（直入）始動電流で選定してください。 

  ※2 使用する電動機が、この全電圧（直入）始動電流以下の場合、VVS3(V スター)は始動時間定格で使用できます。 

この始動電流を超える場合は、始動時間定格は応じて短くなります。（p.24 参照）始動時間定格を短くできない 

     場合は、一つ上位枠を選定してください。 

  ※3，4 表示は推奨値です。使用する電動機容量及び電流に合わせて選定してください。 
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２００Ｖ級 配線用遮断器・電磁接触器（富士電機・ABB）  選定表 

   ※1 表示されている kW は参考です。始動器の選定は電動機の全電圧（直入）始動電流で選定してください。 

  ※2 選定されている MCCB は推奨値（富士電機製）です。送風機のように慣性の大きい負荷、V スターでの始動時間が 40 秒程度 

かかる、一般的に重負荷と考えられる場合は、この MCCB 選定を参考にして下さい。実際の負荷の始動状況や、上位盤機器等 

の保護協調を検討した上で選定してください。 

※3 選定されている MCCB は推奨値（富士電機製）です。ポンプのように慣性の小さい負荷、V スターでの始動時間が 10 秒以内の 

一般的に軽負荷と考えられる場合は、この MCCB 選定を参考にして下さい。実際の負荷の始動状況や、上位盤機器等の保護 

協調を検討した上で選定してください。 

  ※4 カッコ内はサーマル附属時の電流範囲一例を示します。使用する電動機容量及び電流に合わせて選定してください。 

     電磁接触器の形式は、富士電機製を例に表記しています。 

  ※5 電磁接触器（Mg）42-3 は、他の Mg のように電流が減衰してから遮断するのと異なり、始動途中の電流が過大の時に遮断します。 

     この時、電動機の回転数は低い状態であり、力率も悪く電流が遮断しにくい状態にあり、Mg はそれらを考慮した選定として 

います。Mg42-3 への接続電線サイズについては、V スターの初期始動時間（標準品で 10 秒）の短時間のみの使用という条件 

     から選定しています。 

  ※6 ABB 製です。 

 

 

電圧 

[V] 

参考容量 

[kW](※1) 

推奨 MCCB 

52(※4) 42-1 42-2 
42-3 

（※5） 
6 重負荷(※2) 軽負荷(※3) 

ＡＦ ＡＴ ＡＦ ＡＴ 

200/ 

220V 

45kW 400 400 250 250 
SC-N8 

(125～185) 
SC-N8 SC-N5 SC-N3 SC-N5 

55kW 630 500 400 300 
SC-N10 

(160～240) 
SC-N8 SC-N5 SC-N3 SC-N5 

75kW 630 500 400 400 
SC-N11 

(200～300) 
SC-N8 SC-N6 SC-N3 SC-N6 

90kW 630 600 630 500 
SC-N12 

(240～360) 
SC-N11 SC-N6 SC-N4 SC-N7 

110kW 800 700 630 500 
SC-N14 

(300～450) 
SC-N11 SC-N6 SC-N4 SC-N7 

125kW 800 800 630 500 
SC-N14 

(300～450) 
SC-N12 SC-N8 SC-N6 SC-N10 

132kW 800 800 630 500 
SC-N14 

(400～600) 
SC-N12 SC-N8 SC-N6 SC-N10 

150kW 800R 800 630 600 
SC-N14 

(400～600) 
SC-N12 SC-N8 SC-N6 SC-N10 

160W 800R 800 630 600 SC-N16 SC-N14 SC-N10 SC-N8 SC-N12 

200kW 800R 800 800 700 SC-N16 SC-N14 SC-N10 SC-N8 SC-N12 

220kW 800R 800 800 800 
AF1650 

（※6） 
SC-N14 SC-N10 SC-N8 SC-N12 
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２００Ｖ級 配線用遮断器・電磁接触器（三菱電機・ABB）  選定表 

※1 表示されている kW は参考です。始動器の選定は電動機の全電圧（直入）始動電流で選定してください。 

  ※2 選定されている MCCB は推奨値（富士電機製）です。送風機のように慣性の大きい負荷、V スターでの始動時間が 40 秒程度 

かかる、一般的に重負荷と考えられる場合は、この MCCB 選定を参考にして下さい。実際の負荷の始動状況や、上位盤機器等 

の保護協調を検討した上で選定してください。 

※3 選定されている MCCB は推奨値（富士電機製）です。ポンプのように慣性の小さい負荷、V スターでの始動時間が 10 秒以内の 

一般的に軽負荷と考えられる場合は、この MCCB 選定を参考にして下さい。実際の負荷の始動状況や、上位盤機器等の保護 

協調を検討した上で選定してください。 

  ※4 カッコ内はサーマル附属時の電流範囲一例を示します。使用する電動機容量及び電流に合わせて選定してください。 

     電磁接触器の形式は、三菱電機製を例に表記しています。 

  ※5 電磁接触器（Mg）42-3 は、他の Mg のように電流が減衰してから遮断するのと異なり、始動途中の電流が過大の時に遮断します。 

     この時、電動機の回転数は低い状態であり、力率も悪く電流が遮断しにくい状態にあり、Mg はそれらを考慮した選定として 

います。Mg42-3 への接続電線サイズについては、V スターの初期始動時間（標準品で 10 秒）の短時間のみの使用という条件 

     から選定しています。 

  ※6 ABB 製です。 

 

 

 

 

電圧 

[V] 

参考容量 

[kW](※1) 

推奨 MCCB 

52(※4) 42-1 42-2 
42-3 

（※5） 
6 重負荷(※2) 軽負荷(※3) 

ＡＦ ＡＴ ＡＦ ＡＴ 

200/ 

220V 

45kW 400 400 250 250 
S-N180 

(120～180) 
S-N180 S-T100 S-T65 S-T100 

55kW 630 500 400 300 
S-N220 

(140～220) 
S-N180 S-T100 S-T65 S-T100 

75kW 630 500 400 400 
S-N300 

(200～300) 
S-N180 S-N125 S-T65 S-N125 

90kW 630 600 630 500 
S-N400 

(260～400) 
S-N300 S-N125 S-T100 S-N180 

110kW 800 700 630 500 S-N600AB S-N300 S-N125 S-T100 S-N180 

125kW 800 800 630 500 S-N600AB S-N400 S-N180 S-N125 S-N220 

132kW 800 800 630 500 S-N600AB S-N400 S-N180 S-N125 S-N220 

150kW 800R 800 630 600 S-N600AB S-N400 S-N180 S-N125 S-N220 

160kW 800R 800 630 600 S-N800AB S-N600AB S-N220 S-N180 S-N400 

200kW 800R 800 800 700 S-N800AB S-N600AB S-N220 S-N180 S-N400 

220kW 800R 800 800 800 
AF1650 

（※6） 
S-N600AB S-N220 S-N180 S-N400 
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４００Ｖ級 配線用遮断器・電磁接触器（富士電機・ABB）  選定表 

※1 表示されている kW は参考です。始動器の選定は電動機の全電圧（直入）始動電流で選定してください。 

  ※2 選定されている MCCB は推奨値（富士電機製）です。送風機のように慣性の大きい負荷、V スターでの始動時間が 40 秒程度 

かかる、一般的に重負荷と考えられる場合は、この MCCB 選定を参考にして下さい。実際の負荷の始動状況や、上位盤機器等 

の保護協調を検討した上で選定してください。 

 

 

電圧 

[V] 

参考容量 

[kW](※1) 

推奨 MCCB 

52(※4) 42-1 42-2 
42-3 

（※5） 
6 重負荷(※2) 軽負荷(※3) 

ＡＦ ＡＴ ＡＦ ＡＴ 

400/ 

440V 

45kW 250 175 250 125 
SC-N5 

(65～95) 
SC-N4 SC-N3 SC-N4 SC-N3 

55kW 250 200 250 125 
SC-N6 

(85～125) 
SC-N4 SC-N3 SC-N4 SC-N3 

75kW 250 250 250 175 
SC-N7 

(110～160) 
SC-N6 SC-N4 SC-N5 SC-N4 

90kW 400 400 250 200 
SC-N8 

(125～185) 
SC-N7 SC-N6 SC-N6 SC-N5 

110kW 630 500 400 300 
SC-N10 

(160～240) 
SC-N7 SC-N6 SC-N6 SC-N5 

125kW 630 500 400 300 
SC-N11 

(160～240) 
SC-N8 SC-N7 SC-N7 SC-N5 

132kW 630 500 400 350 
SC-N11 

(200～300) 
SC-N8 SC-N7 SC-N7 SC-N5 

150kW 630 600 400 400 
SC-N11 

(200～300) 
SC-N8 SC-N7 SC-N7 SC-N5 

160kW 630 600 630 500 
SC-N12 

(200～300) 
SC-N11 SC-N8 SC-N8 SC-N7 

200kW 630 630 630 500 
SC-N12 

(240～360) 
SC-N11 SC-N8 SC-N8 SC-N7 

220kW 800 700 630 500 
SC-N14 

(300～450) 
SC-N11 SC-N8 SC-N8 SC-N7 

250kW 800 800 630 600 
SC-N14 

(300～450) 
SC-N12 SC-N10 SC-N10 SC-N10 

300kW 800R 800 630 600 
SC-N14 

(400～600) 
SC-N12 SC-N10 SC-N10 SC-N10 

400kW 800R 800 800 800 SC-N16 SC-N14 SC-N11 SC-N11 SC-N11 

500kW 800R 800 800R 800 
AF1650 

（※6） 
SC-N14 SC-N14 SC-N12 SC-N12 
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※3 選定されている MCCB は推奨値（富士電機製）です。ポンプのように慣性の小さい負荷、V スターでの始動時間が 10 秒以内の 

一般的に軽負荷と考えられる場合は、この MCCB 選定を参考にして下さい。実際の負荷の始動状況や、上位盤機器等の保護 

協調を検討した上で選定してください。 

  ※4  カッコ内はサーマル附属時の電流範囲一例を示します。使用する電動機容量及び電流に合わせて選定してください。 

     電磁接触器の形式は、富士電機製を例に表記しています。 

  ※5 電磁接触器（Mg）42-3 は、他の Mg のように電流が減衰してから遮断するのと異なり、始動途中の電流が過大の時に遮断します。 

     この時、電動機の回転数は低い状態であり、力率も悪く電流が遮断しにくい状態にあり、Mg はそれらを考慮した選定として 

     います。Mg42-3 への接続電線サイズについては、V スターの初期始動時間（標準品で 10 秒）の短時間のみの使用という条件 

     から選定しています。 

  ※6 ABB 製です。 
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４００Ｖ級 配線用遮断器・電磁接触器（三菱電機・ABB）  選定表 

※1 表示されている kW は参考です。始動器の選定は電動機の全電圧（直入）始動電流で選定してください。 

  ※2 選定されている MCCB は推奨値（富士電機製）です。送風機のように慣性の大きい負荷、V スターでの始動時間が 40 秒程度 

かかる、一般的に重負荷と考えられる場合は、この MCCB 選定を参考にして下さい。実際の負荷の始動状況や、上位盤機器等 

の保護協調を検討した上で選定してください。 

 

 

電圧 

[V] 

参考容量 

[kW](※1) 

推奨 MCCB 

52(※4) 42-1 42-2 
42-3 

（※5） 
6 重負荷(※2) 軽負荷(※3) 

ＡＦ ＡＴ ＡＦ ＡＴ 

400/ 

440V 

45kW 250 175 250 125 
S-T100 

(65～100) 
S-T100 S-T65 S-T100 S-T65 

55kW 250 200 250 125 
S-N125 

(85～125) 
S-T100 S-T65 S-T100 S-T65 

75kW 250 250 250 175 
S-N180 

(100～150) 
S-N125 S-T100 S-T100 S-T100 

90kW 400 400 250 200 
S-N180 

(120～180) 
S-N180 S-N125 S-N125 S-T100 

110kW 630 500 400 300 
S-N220 

(140～220) 
S-N180 S-N125 S-N125 S-T100 

125kW 630 500 400 300 
S-N300 

(200～300) 
S-N180 S-N180 S-N180 S-T100 

132kW 630 500 400 350 
S-N300 

(200～300) 
S-N180 S-N180 S-N180 S-T100 

150kW 630 600 400 400 
S-N300 

(200～300) 
S-N180 S-N180 S-N180 S-T100 

160kW 630 600 630 500 
S-N400 

(200～300) 
S-N300 S-N180 S-N180 S-N180 

200kW 630 630 630 500 
S-N400 

(260～400) 
S-N300 S-N180 S-N180 S-N180 

220kW 800 700 630 500 S-N600AB S-N300 S-N180 S-N180 S-N180 

250kW 800 800 630 600 S-N600AB S-N400 S-N220 S-N220 S-N220 

300kW 800R 800 630 600 S-N600AB S-N400 S-N220 S-N220 S-N220 

400kW 800R 800 800 800 S-N800AB S-N600AB S-N300 S-N300 S-N300 

500kW 800R 800 800R 800 
AF1650 

（※6） 
S-N600AB S-N600AB S-N400 S-N400 
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※3 選定されている MCCB は推奨値（富士電機製）です。ポンプのように慣性の小さい負荷、V スターでの始動時間が 10 秒以内の 

一般的に軽負荷と考えられる場合は、この MCCB 選定を参考にして下さい。実際の負荷の始動状況や、上位盤機器等の保護 

協調を検討した上で選定してください。 

  ※4 カッコ内はサーマル附属時の電流範囲一例を示します。使用する電動機容量及び電流に合わせて選定してください。 

     電磁接触器の形式は、三菱電機製を例に表記しています。 

  ※5 電磁接触器（Mg）42-3 は、他の Mg のように電流が減衰してから遮断するのと異なり、始動途中の電流が過大の時に遮断します。 

     この時、電動機の回転数は低い状態であり、力率も悪く電流が遮断しにくい状態にあり、Mg はそれらを考慮した選定として 

     います。Mg42-3 への接続電線サイズについては、V スターの初期始動時間（標準品で 10 秒）の短時間のみの使用という条件 

     から選定しています。 

  ※6 ABB 製です。 

 

尚、主回路電線をＶスターコイルの端子台に接続する時は、下記にある「締付トルク表」の数値を 

守って作業を行って下さい。 

       

      締付トルク表 

端子台ボルトサイズ 
締付トルク 

[Ｎ･ｍ] 

 ６   ９.０ 

 ８  １８.０ 

１０  ３５.０ 

１２  ５０.０ 

１６ １００.０ 
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 3.3 操作回路の配線方法 

3.3.1 ３７ｋＷ以下の操作回路配線（操作回路電圧ＡＣ２００Ｖ用を示します。ＡＣ１００Ｖ用 

    も配線方法は同じです） 

 

 

注 意 ・ＶスターコントロールユニットとＶスターコイルは、 

 製品組み合わせ毎に調整されております。 

 必ず合致したコイル製番（COIL №）の組み合わせで 

 使用して下さい。  

 

注 意 ・コントロールユニット（ＶＶＳ－ＣＵ）の操作回路電圧は 

正しく入力してください。機器の故障及び焼損を引き起こす 

場合があります。  
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始動渋滞

※図の　　　部分を
　配線してください

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ＴＢ２

＜電磁接触器・リレー回路＞

＜ＣＵ部＞

始　動始動・運転始動・運転
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3.3.2 ４５ｋＷ以上の操作回路配線（操作回路電圧ＡＣ２００Ｖ用を示します。ＡＣ１００Ｖ用 

    も配線方法は同じです） 

 

 

注 意 ・ＶスターコントロールユニットとＶスターコイルは、 

 製品組み合わせ毎に調整されております。 

 必ず合致したコイル製番（COIL №）の組み合わせで 

 使用して下さい。  

 

注 意 ・コントロールユニット（ＶＶＳ－ＣＵ）の操作回路電圧は 

正しく入力してください。機器の故障及び焼損を引き起こす 

場合があります。  

 

 

尚、操作回路電線をＶスターコントロールユニットの端子台に接続する時は、下記にある 

表に従って作業して下さい。 

 

 

 

 

 

 

端子台ネジサイズ 
締付トルク 

[Ｎ･ｍ] 

最大適合電線 

[㎜２] 

３ ０.８ １.２５ 

52
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42-3
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-1

42-1

6
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-3

6

52

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ ＴＢ１

始動渋滞

※図の　　　部分を
　配線してください

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ＴＢ２

＜電磁接触器・リレー回路＞

＜ＣＵ部＞

始　動始動・運転始動・運転

A
C2
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始動条件



１６ 

４．設定・調整 

 4.1 調整部の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               ※図は一例です 

①２－１ …初期始動時間設定用 

            Ｖスターの、１段目タップ電圧設定時間用タイマーです。出荷時は２秒に設定 

してあります。（変更する場合はメーカーにご相談下さい。） 

             

②２－２ …加速時間設定用 

        Ｖスターの、２段目タップ電圧設定時間用タイマーです。 

        最大３０秒以内でご使用ください。出荷時は１０秒に仮設定しています。 

２段目タップに切り替わり、モーターの回転が上昇し始動電流が減衰するまで 

の時間以上に設定して下さい。（減衰してから２～３秒長く） 

        実際にモーターを始動させて調整してください。 

         ※始動時間…モーターが回転し始めてから、始動電流が減衰して定格電流に 

               近い数値になるまでの時間です。電流計等で確認した後に 

               ２－２を調節して下さい 

 

③４８Ｔ …始動渋滞検出用 

        始動信号が入力された後、２－１と２－２ との合計設定時間が過ぎても 

１００％電圧運転に切り換わらない場合、Ｖスターを異常な発熱から保護する 

為に警報信号を出力します。この信号を使用した故障検出・停止回路を設けて 

下さい。出荷時設定時間は４５秒に仮設定してありますので、必要に応じて 

        ２－１と２－２ との合計設定時間よりも６～８秒以上長く設定して下さい。 

注 意 
・タイマーは必ず調整方法を守って下さい。機器の故障及び焼損を引き起こ 

す場合があります。 

 

② ③

２－２ ４８Ｔ

Ｖ　ＳＴＡＲ
ＣＯＮＴＲＯＬ　ＵＮＩＴ

Ｔｙｐｅ

Ｖｏｌｔ・

Ｆｒｅｑ

ＬＯＴ　Ｎｏ．

ＣＯＩＬ　Ｎｏ．

ＣＵ

２ ００Ｖ　５０Ｈｚ

２ ００－２２０Ｖ６０Ｈｚ

ＶＣ＊＊＊＊＊－＊＊＊

Ｖ＊＊＊＊＊＊

＜タイマー設定（ｓｅｃ）＞

・２－ ２…高タ ップ電圧 設定秒数 （出荷時 ３０秒）

・４８ Ｔ…２－ １　＋　 ２－２　 ＋　数秒 （出荷時 ６０秒設 定）

ＤＥＮＫＯＨ　ＥＬＥＣＴＲＩＣ
ＩＮＤＵＳＴＲＹ　ＣＯ．，ＬＴＤ

２００＊　＊＊ＤＡＴＥ

①

２－１

・２－ １…低タ ップ電圧 設定秒数 （出荷時 １０秒）
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５．動作 

 5.1 動作前のチェック 

   Ｖスターを安全に動作させる前に、下記項目をチェックしましょう。 

 

① 正しい電源電圧が供給されていますか？ 

ご購入した機器電圧と、供給される電圧値が同じである事を確認してください。 

 

↓ 

 

② Ｖスター各機器とモーター容量は適合していますか？ 

Ｖスターコントロールユニット、Ｖスターコイル及びご使用になるモーター容量が適合 

しているかを確認してください。 

 

            ↓ 

 

③ 始動条件や電磁接触器が正しく配線されていますか？ 

電磁接触器の接続は、ご使用になるＶスターコイル及びＶスターコントロールユニットの 

容量・設定によって異なっています。 

いま一度、3.2 主回路の配線方法 及び 3.3 操作回路の配線方法 を参照して、正しい配線が 

されているか確認してください。 

 

             ↓ 

 

④ タイマー調整はされていますか？ 

   ４．調整を参照してモーターに適合した時間を設定してください。 

                

↓ 

 

  

それではモーターを運転しましょう 
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 5.2 運転動作  ※（ ）内は４５％タップ接続時の数値です。 

5.2.1 ～３７ｋＷ用の場合 

 

① 始動条件を入力すると、Ｖスター回路のシーケンスに従い電磁接触器（以下ＭＣ）６・ 

４２－１が投入され、モーターは始動します。 

この時モーターには５０％（４５％）の電圧が供給されます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

② 次に２－１設定時間後（出荷時２秒設定）にＭＣ４２－２ が投入されます。モーターには 

７０％（６５％）の電圧が供給されます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ さらにタイマー２－２ の設定時間（現場にて調整。出荷時１０秒設定）後にＭＣ６ が遮断 

されます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

電圧［％｝

５０

始動
ＯＮ

時間［s］

電圧［％｝

５０

時間［s］始動
ＯＮ［２－１］

設定時間

７０

電圧［％｝

７０

５０

時間［s］始動
ＯＮ［２－１］

設定時間
［２－２］
設定時間
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④その後、０.３秒後にＭＣ５２ が投入されＭＣ４２－１･４２－２が遮断されます。 

 モーターには１００％の電圧が供給されます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 意 

・動作に異常はないか確認して下さい。  

 

 

 

注 意 ・設置した盤内ににおい、うなりの無いことを確認し、異常がある場合は 

すみやかに電源を遮断し、点検を行って下さい。 

 異常のまま使用すると、故障および焼損することがあります。 

・盤の状態が正常なことを確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電圧［％｝

７０

５０

時間［s］始動
ＯＮ［２－１］

設定時間
［２－２］
設定時間

０.３

１００
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5.2.2 ４５ｋＷ～用の場合 

    

① 始動条件を入力すると、Ｖスター回路のシーケンスに従い電磁接触器（以下ＭＣ）６・ 

４２－３・４２－１ が投入され、モーターは始動します。 

この時モーターには５０％（４５％）の電圧が供給されます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 次に２－１設定時間後（出荷時２秒設定）にＭＣ４２－３ が遮断され、ＭＣ４２－２が 

投入されます。モーターには７０％（６５％）の電圧が供給されます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ さらにタイマー２－２ の設定時間（現場にて調整。出荷時１０秒設定）後にＭＣ６ が遮断 

されます。 

         

        

 

 

 

 

 

 

 

電圧［％｝

５０

始動
ＯＮ

時間［s］

電圧［％｝

５０

時間［s］始動
ＯＮ［２－１］

設定時間

７０

電圧［％｝

７０

５０

時間［s］始動
ＯＮ［２－１］

設定時間
［２－２］
設定時間
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④その後、０.３秒後にＭＣ５２ が投入されＭＣ４２－１･４２－２が遮断されます。 

 モーターには１００％の電圧が供給されます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 意 

・動作に異常はないか確認して下さい。 

 

 

 

注 意 ・設置した盤内ににおい、うなりの無いことを確認し、異常がある場合は 

すみやかに電源を遮断し、点検を行って下さい。 

 異常のまま使用すると、故障および焼損することがあります。 

・盤の状態が正常なことを確認して下さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電圧［％｝

７０

５０

時間［s］始動
ＯＮ［２－１］

設定時間
［２－２］
設定時間

０.３

１００
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 5.3 Ｖスターコイルの始動時間定格と休止時間 

  5.3.1 始動時間定格 

     Ｖスターコイルの始動時間定格は、５０％タップ１０秒と７０％タップ３０秒の合計４０秒 

です。始動電流は、Ｖスター定格電流の９倍を基準に規定しています。 

         ５０％タップ・・・定格電流Ａ×９×０．５２ 

    ７０％タップ・・・定格電流Ａ×９×０．７２ …この電流を連続通電可能な時間 

電動機の始動倍率又は定格電流が大きい場合、Ｖスター始動時間定格が短くなります。 

     例）Ｖスターの定格電流１００Ａ、始動倍率９倍 で、電動機の定格電流１１０Ａ 

始動倍率１０倍 の場合 

       （１１０Ａ×１０）÷（１００Ａ×９）＝１．２２ 

         ５０％タップ・・・１０秒÷１．２２２＝ ６秒 

              ７０％タップ・・・３０秒÷１．２２２＝２０秒（小数点以下切捨） 

 

5.3.2 始動回数 

連続してできる始動回数（コールドスタート）は、以下のように決定します。 

        ５０％タップ・・・Ｎ１[回] ＝（１０秒）÷（2-1 設定時間） 

        ７０％タップ・・・Ｎ２[回] ＝（３０秒）÷（2-2 設定時間） 

Ｎ１とＮ２の少ない方を連続始動回数とします。上記の連続始動回数に達したら、休止して 

下さい。再始動は休止時間後として下さい。 

電動機始動電流がＶスター定格電流の９倍で、かつ出荷時タイマー設定で使用した場合 

５０％タップ・・・Ｎ１[回] ＝１０秒÷ ２秒＝５回 

        ７０％タップ・・・Ｎ２[回] ＝３０秒÷１０秒＝３回（小数点以下切捨） 

連続始動回数は３回です。４回目の始動は休止時間後として下さい。 

尚、上記 5.3.1 の例）での電動機を始動する場合は、タイマー設定は変更しないとして 

        ５０％タップ・・・ ６秒÷ ２秒＝３回 

        ７０％タップ・・・２０秒÷１０秒＝２回 

この条件での始動回数は２回です。３回目の始動は休止時間後として下さい。 

 

注 意 
・始動回数は、必ず許容回数を守ってください。 

 機器の故障及び焼損を引き起こす場合があります。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 



２５ 

5.3.3 休止時間 

      別表「ＶＶＳ３ 始動時間 対 休止時間」をご覧下さい。例えばポンプの始動時間１２秒の 

場合、１段目（５０％）２秒×３回＝６秒の休止時間約６分と、２段目（７０％）１０秒× 

３回＝３０秒の休止時間約２５分を合計した約３１分間の休止の後、再始動ができます。以後 

この繰り返しが可能です。Ｖスターコイルは始動から運転に切り替わると、バイパスされ回路 

から切り離されます。その後は、ポンプ運転中でもＶスターコイルは休止している時間となり 

ます。 

尚、5.3.1 の例）での電動機を始動する場合は、表の縦軸（始動時間ｔ１［秒］）の、１段目 

タップ（５０％）目盛１０秒 → ６秒、２段目タップ（７０％）目盛３０秒 → ２０秒 に置 

き換えて、表の横軸（停止時間ｔ２［分］）を合計してください。 

特に試運転の際は注意してください。 

 

 

 

 

 

5.3.4 始動渋滞検出 

     Ｖスターコントロールユニットに始動信号が入力された後、一定時間が過ぎてもＶスター回路 

が１００％電圧に切り換わらない場合、警報信号を出力します。この時はタイマー(2-1)、 

(2-2)、(2-3)いずれかの故障及びマグネットスイッチの接点の接触不良が考えられます。始動 

渋滞によりＶスターコイルに通電が持続されますと、Ｖスターコイルが発熱し故障の要因とな 

りますので、始動渋滞用タイマーが動作した場合はすぐに停止させ、メーカーへお問い合わせ 

下さい。出荷時は４５秒にセットされています。始動渋滞検出用タイマーが動作して、Ｖス 

ター操作回路電圧をＯＦＦにした場合、故障警報接点は解除されます。 

 

5.3.5 始動器温度検出（オプション） 

  この機能が付いている始動器は、温度検出機能が内蔵され始動器が一定温度以上になると接点 

出力します。接点出力は休止時間等を経て、始動器の温度が一定温度以下に下がると元の状態 

に戻ります。詳細は別紙の製品図面をご確認下さい

 

 

 

 

 

 

 

 

注 意 
・休止時間は必ず守ってください。 

 機器の故障及び焼損を引き起こす場合があります。 
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休止時間　ｔ２［分］

0

ＶＶＳ３　　始動時間　対　休止時間

5

10

15

20

25

30

10 15 20 25 30

始
動

時
間

　
ｔ

１
［

秒
］

（１）始動時間定格　１段目１０秒　２段目３０秒

（２）間欠負荷への適用

この表は、始動時間ｔ１［秒］と休止時間ｔ２［分］

との関係を表しています。

Ｔ１ Ｔ２

例　１段目が２秒、２段目が６秒、計８秒のとき

２分＋３分＝合計休止時間Ｔ２を約５分以上

取れば、その後繰り返し運転が可能です。

（３）基準周囲温度　４０℃

コイル絶縁　　　Ｂ種

注．この表は、使用環境（周囲温度）及び電動機の特性

　　（始動電流）等により変わりますのでご注意下さい。

※ 運転時間は休止時間としてカウントします。

Ｔ１…１段目と２段目タップに於ける始動時間

ｔ１の合計

Ｔ２…１段目と２段目タップの各々のｔ１に対

するｔ２の合計（運転時間＋休止時間）

5
2 3

2

6

１段目　　　
５０％タップ

２段目　　　
７０％タップ
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６．故障時の対応 

  本製品にて故障が発生した場合は、下表を参考に故障原因を取り除いて下さい。 

  故障原因と思われる部品・破損した部品は必要に応じて交換して下さい。 

現  象 要  因 処  理 

モーターが回らない    始動条件が入力されない 

 

始動条件をチェックする 

 

端子接続の不良 端子台の接続部をチェック 

する。 

Ｖスターコントロールユニット 

（ＣＵ）への入力電圧の間違い 

正しい電圧値を入力する 

欠相状態にある 電源、モーターの接続状態を確認し 

配線する 

電磁接触器の動作がおか 

しい 

動作説明とおりに動かな 

い 

Ｖスターコントロールユニットと 

Ｖスターコイル組み合わせの不適合 

適合したＶスターコイルとＶスタ 

ーコントロールユニットの組み合 

わせにする 

電磁接触器またはＶスターコイルの 

配線間違い 

本取扱説明書の 3.2 主回路の配線 

を見て使用するＶスターコイル 

容量に合わせた配線をする 

Ｖスターコントロールユニットの配線 

間違い 

本取扱説明書の 3.3 操作回路の 

配線を見て使用するＶスターコイ 

ル容量に合わせた配線をする 

Ｖスターコントロールユニットの異常 

 

ユニットを交換する 

モーター回転方向が逆 電源、モーターの相順間違い 

Ｖスターコイル主回路配線の間違い 

正しい相順に配線をする 

全電圧運転（１００％電 

圧）に切り換わる時ショッ 

クが大きい又は電流計の 

振れが大き過ぎる 

始動の設定時間が短い ２－２タイマーの設定を電流計指 

示が定格以下になるまでの時間に 

延長する 

始動渋滞信号が出力され 

る 

電磁接触器の配線間違い 

 

正しく配線する 

 

Ｖスターコントロールユニットの異常 ユニットを交換する 

Ｖスターコイルから異臭・ 

おびただしい高熱が発生 

Ｖスターコイルの異常 ただちに使用を停止しメーカーに 

ご連絡下さい。 
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７．保守・点検 

 

注 意 ・保守・点検をする際は、必ず配線用遮断器等をＯＦＦ

にして電源を切ってから行って下さい。 

・機器の故障時は速やかに調整・修理を行って下さい。

故障を放置すると事故の原因となります。 

・修理技術者以外は本体内部に手を触れないで下さい。 

 感電、故障の恐れがあります。 

 

 

 

   定格仕様の範囲内でご使用の場合、殆ど心配はありませんが、次のような状態にある時はその 

  状況に応じて点検して下さい。 

 

   ★極めて高温・高湿の場所              絶縁抵抗測定（５ＭΩ以上確認） 

★ちり・ほこり等の多い場所でのご使用の場合      動作不良原因となる為、除去する 

★たびたび過負荷運転のある場合            接続部の変色などの有無 

    ★インチング運転をした時               接触器接点の損傷具合 

   

  その他定期的に点検を行い、常に健全な状態でご使用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点  検  基  準 

分類 周 期 点 検 内 容 摘  要 

外 

 

 

観 

6 ヶ月 

・Ｖスターコイルの外観に、ひび割れ、変色 

 変形がないこと。 

・Ｖスターコントロールユニットの外観に 

変形・破損がないこと。 

・スイッチ、その他部品に変形、破損がない 

こと。 

・部品、ネジ等のゆるみがないこと。 

・盤内にほこりがたまっていないか。(清掃) 

・接触器の接点が傷んでいないこと。 

・電線接続部に増締めをおこなうこと 

 

 

機 

能 
適 時 

・始動時のシーケンス動作が正常である 

こと。（信号確認） 

・電動機を含め、異音がないこと。 

・電流値に異常がないこと。 
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交換推奨（参考） 

       電気部品は、使用回数だけでなく経年による劣化もあります。年数が経ちますと動作不良が 

起こり易くなり、故障等の原因にもなります。日本電気工業会（ＪＥＭＡ）より電気機器類の 

交換推奨時期がありますのでご参照下さい。 

機器名 物理的交換 更新推奨時期 要因 

配線用遮断器 規定回数 １５年 
接点の消耗 

鉄心の摩耗 

絶縁性能の低下 

機能低下 

電磁開閉器 規定回数 １０年 

電磁接触器 規定回数 １０年 

リレー  １０年 

タイマー  １０年 

※上記交換推奨は、一般的な環境条件によるものです。ご使用の環境等で変わります。 

 

     Ｖスター始動器の更新推奨時期は、一般の工場需要家における操業時間を以下の通りに想定し 

     更新目安を２０年と設定しております。（時間としては約４万時間を想定） 

       ・１日８時間、週５日、年５２週稼働 として 

        ⇒ ８Ｈｒ／Ｄ × ５Ｄ／Ｗ × ５２Ｗ／Ｙ × ２０Ｙ ≒ ４００００Ｈｒ 
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８．資料 

 8.1 外形図 

  8.1.1 Ｖスターコイル（ＶＶＳ３－Ｐ） 

     

 

 

 

   

 

 

 

 

ＮＰ

※容量（kＷ）により形状が
　異なる場合があります。

ベース取付は図の様な方向に
施工して下さい。

電動機全電圧
（直入）始動
電流A（※2）

寸法mm・質量kg種別
電圧V

周波数Hz

参考
定格電流

A Ｗ Ｗ１ Ｄ Ｄ１ Ｄ２ Ｈ
質量
(㎏ )

参考
kW（※1）

 15kW  63A  567A 380 250 250 240 200 315  58

 22kW  92A  828A 380 250 240 250 210 345  68

20
0/

22
0
V 
5
0/

60
H
z

 37kW 155A 1395A 390 300 225 250 210 475 105

※1　表示されている容量kWは参考値です。ご使用になる始動器は
　　 電動機の全電圧（直入）始動電流を基に、始動器を選定願います。

 15kW  32A  288A 380 250 250 240 200 315  57

※2　使用する電動機が、この電動機全電圧（直入）始動電流以下の場合
　　 VVS3（Vスター）は始動時間定格で使用できます。電動機全電圧（直入）
　　 始動電流を超える場合は、始動時間定格は応じて短くなります。

 22kW  46A  414A 380 250 240 250 210 345  69

40
0
/4
4
0V

 5
0
/6
0
Hz

 37kW  78A  702A 390 300 225 250 210 475 109

　　 （p.24参照）始動時間定格を短くできない場合は、一つ上位枠を選定
　　 してください。

Ｈ

二次電磁接触器へ

R1・S1・T1
(45％・50％)

(30) (30)Ｄ

　

Ｗ１

4-φ12

Ｗ Ｄ１

Ｄ２

ＮＰ

ベース取付は図の様な方向に
施工して下さい。

※容量（kＷ）により形状が
　異なる場合があります。

寸法mm・質量kg種別
電圧V

周波数Hz
Ｗ Ｗ１ Ｄ Ｄ１ Ｄ２ Ｈ φ

質量
(㎏ )

 55kW 218A 1962A 475 350 265 270 230 505 12 152

 75kW 292A 2628A 500 350 275 280 240 545 14.5 199

20
0
/2

20
V 
5
0/

60
H
z

110kW 416A 3744A 540 410 325 300 260 575 14.5 248

150kW 540A 4860A 580 465 305 300 260 615 14.5 297

 55kW 109A  981A 475 350 265 270 230 505 12 152

 75kW 146A 1314A 500 370 275 280 240 545 14.5 199

110kW 212A 1908A 540 390 305 300 260 575 14.5 243

4
00
/
44

0V
 
50

/6
0
Hz

150kW 279A 2511A 580 450 325 300 260 615 14.5 305

220kW 415A 3735A 620 470 335 300 260 645 14.5 349

300kW 550A 4950A 650 460 345 300 260 675 14.5 395

※1　表示されている容量kWは参考値です。ご使用になる始動器は
　　 電動機の全電圧（直入）始動電流を基に、始動器を選定願います。

参考
kW（※1）

参考
定格電流

A

電動機全電圧
（直入）始動
電流A（※2）

※2　使用する電動機が、この電動機全電圧（直入）始動電流以下の場合
　　 VVS3（Vスター）は始動時間定格で使用できます。電動機全電圧（直入）
　　 始動電流を超える場合は、始動時間定格は応じて短くなります。
　　 （p.24参照）始動時間定格を短くできない場合は、一つ上位枠を選定
　　 してください。

Ｈ

二次電磁接触器へ

R1・S1・T1
(45％・50％)

(50) (50)Ｄ

　

Ｗ１

４－φ

Ｗ Ｄ１

Ｄ２



３１ 

 

 

 

 

 

 

 

   8.1.2 Ｖスターコントロールユニット（ＣＵ） 

ＴＢ１

2-1 2-2 48T

ＴＢ２

塗装色　５Ｙ７／１（マンセル記号）

質量　１.４㎏

１
４
６

１９７．５ ９１

３５１８５

１
１
０

９
６

４－φ4.5

 

 

        

 

 

（100） （100）
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ベース取付は図の様な方向に
施工して下さい。※容量（kＷ）により形状が

　異なる場合があります。

寸法mm・質量kg種別
電圧V

周波数Hz

参考
定格電流

A Ｗ Ｗ１ Ｄ Ｄ１ Ｄ２ Ｈ
質量
(㎏)

220kW 795A 7155A 650 450 355 345 300 730 416

20
0/
2
20
V
 5
0
/6
0
Hz

400kW 750A 6750A 700 470 385 340 300 790 516

500kW 900A 8100A 770 630 410 340 300 815 610

4
00

/4
4
0V
 
50
/
60
H
z

参考
kW（※1）

電動機全電圧
（直入）始動
電流A（※2）

※1　表示されている容量kWは参考値です。ご使用になる始動器は
　　 電動機の全電圧（直入）始動電流を基に、始動器を選定願います。

※2　使用する電動機が、この電動機全電圧（直入）始動電流以下の場合
　　 VVS3（Vスター）は始動時間定格で使用できます。電動機全電圧（直入）
　　 始動電流を超える場合は、始動時間定格は応じて短くなります。
　　 （p.24参照）始動時間定格を短くできない場合は、一つ上位枠を選定
　　 してください。

R1・S1・T1
(45％・50％)

Ｄ３二次電磁接触器へ

Ｄ

　

Ｗ１

4-φ14.5

Ｗ

Ｈ

Ｄ１

Ｄ２
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 8.2 回路図 

 8.2.1 ～３７ｋＷ用 

 

 主回路  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42-2

42-1

6

50%

45%

50%

45%

45%

50%

ＺＹＸ

Ｔ１Ｓ１Ｒ１

52

49

2

2

2

2

2

2

電　　源

電　動　機

＜ＶＶＳ３－Ｐ＞
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 操作回路  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 操作回路電圧ＡＣ２００Ｖ用を示します。ＡＣ１００Ｖ用も配線方法は同じです。 
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48T
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1XB

42
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2-2

52
XC

2-3
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52
XA

52
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52
XC

始動条件

A
C2
00
V 
50
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A
C2
00
-2
20
V 
60
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Ａ

１

Ｂ

２

始　動・運　転

Ｃ

３

Ｄ

４

外部表示用無電圧接点

Ｅ

５

2-1

2-2

～37kW

始　動

Ｆ

６

SW

45kW～

2-1

Ｇ

７

始動渋滞

Ｈ

８ ＴＢ２

Ｉ Ｊ Ｋ

＜ＣＵ＞

ＴＢ１

＜電磁接触器・リレー回路＞
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8.2.2 ４５ｋＷ～用 

 

 主回路  
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 操作回路  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 操作回路電圧ＡＣ２００Ｖ用を示します。ＡＣ１００Ｖ用も配線方法は同じです。 
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＜電磁接触器・リレー回路＞
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8.3 機器仕様 

  8.3.1 Ｖスターコイル（ＶＶＳ３－Ｐ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  8.3.2 Ｖスターコントロールユニット（ＣＵ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項  目 性      能 

適用規格 ＪＥＣ２２０１特殊変圧器 

構造 乾式自冷式 

使用周囲温度 －１０～４０℃（但し、氷結・結露しないこと） 

使用相対湿度 ８５％以下 

絶縁種別 Ｂ種 

標高 １０００ｍ以下 

始動時間定格 ５０％タップ１０秒 

７０％タップ３０秒  合計４０秒 

可変タップ値 ４５％－６５％－１００％ 

５０％－７０％－１００％ 

耐電圧値 ２００Ｖ級   ＡＣ２０００Ｖ １分間 

４００Ｖ級   ＡＣ２５００Ｖ １分間 

絶縁抵抗値 ＤＣ５００Ｖメガー ５ＭΩ以上 

項  目 性      能 

定格電圧 

周波数 

ＡＣ１００－１１０Ｖ ６０Ｈｚ 

ＡＣ１００Ｖ   ５０Ｈｚ 

ＡＣ２００－２２０Ｖ ６０Ｈｚ 

ＡＣ２００Ｖ    ５０Ｈｚ 

許容電圧変動範囲 ８５～１１０％ 

使用周囲温度 －５～５０℃ （但し、氷結・結露しないこと） 

使用相対湿度 ４５～８５％ＲＨ 

標高 １０００ｍ以下 

耐電圧値 ＡＣ１５００Ｖ １分間  （回路－アース間） 

絶縁抵抗値 ＤＣ５００Ｖメガー ５ＭΩ以上 

出力接点 ＡＣ２４０Ｖ誘導負荷２Ａ 

（Ｋ端子のみ誘導負荷８Ａ） 

消費電力 約１２Ｗ 
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